
十分な天井高さ
気積を確保

一次反射音を効果的に
返す庇

客席天井に凹凸面
平土間時のエコーを防止

カーテンと仕上材を組み合わせ
コストをかけずに残響時間を制御

反射面を主体とした凹凸壁

駐輪場

バイク

車寄せ

駐輪場

創作室

打合せ室

シャワー

搬入口

関係者駐車場

倉庫ピアノ庫

事務室等

展示
ギャラリー

イベント時
サービス用
駐車場

駐輪場

応接室
主催者 白壁のホール

（イベントホール）

舞台
袖

カフェスペース
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
ﾙｰﾑ

会議室

WC

緑化壁

楽屋
ロビー

舞台
係員

楽屋
事務

楽屋
事務

WC

創作の中庭

からたちの路

イベント広場

木のホール
（大ホール）
１階客席
（566席）

WC

WC
WC EV

EVEV

WCWC

WCWC

楽屋
(中)

楽屋
(大)
楽屋
(大)

(市民作業室)

ギャラリー
ロビー
倉庫

楽屋
(小)
楽屋
(小)

楽屋
(小)

楽屋
(小)

楽屋
(大)

搬入口

倉庫

四季の縁側

専用車線

汲水場（くみず）の回廊

船着場

舞台

▶

▶

▶▶

▼

▼

外堀

市民プール

水辺の散歩道
水辺の散歩道

サブ
エントランス

駐輪場

利用者駐車場

利用者駐車場

利用者駐車場
(大型バス臨時駐車場)

身障者用
駐車場

車寄せ

N

周辺の交通に配慮した駐車場計画
・主要構内通路を駐車スペースと区分
・滞留長を確保し敷地外に渋滞を起こさない

1F

2F

中庭を中心とした平面計画
・中庭から共用ロビーへの自然採光・自然通風
・中庭に面し一般利用しやすい創作室・楽屋

性格の異なる三つの広場
・大きな庇を持つ大ホール前広場
・2階テラスが観客席になる四季の縁側
・回廊に囲まれた静かな汲水場の回廊／船着場

市民が気軽に利用できる練習室
・掘割を眺められる2階に配置
・ホール一体利用時にも
練習室は独立して一般利用できる

駐車台数：255台

東側住宅居住者に配慮した建物配置
・隣接住宅の出入専用車線を確保
・大ホールのヴォリュームを
周囲の住宅・病院から十分に離す

独立／一体利用が容易な使いやすいホール
・連続する楽屋エリアは一体的な利用も可能
・ピアノ・大道具を裏動線で容易に移動できる

調整室

サ
イ
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー

スノコ

ブリッジ

機械室等

練習室
(ﾀﾞﾝｽ演劇)

練習室
(音楽)

浮構造

楽屋/中
(カンティーネ)

練習室
(ﾀﾞﾝｽ演劇)

舞台上部

調整室 親子室親子室

緑化壁

デッキ

稽古のテラス

屋根

2Fホワイエ

吹抜 吹抜

展示ギャラリー
吹抜

WC 楽器庫

創作の中庭
上部吹抜

アートライブラリー

屋根

庇

庇

WC

WC

WC

大ホール
２階客席
（235席）

（ホール）
遮音に有利

鉄骨を用いない
鉄筋コンクリート構造

（楽屋等 )
安価な鉄骨構造と
乾式外壁構造

屋根トラス （共用ロビー）
鉄骨と木の混構造

建物重量を軽減し
簡易な杭構造

説明補足資料

整理番号：８(２次 )

①柳川のまちが持つ劇場性を活かした計画（土地利用計画）

水と結びついた柳川の文化を掘割に映す
•	 掘割と一体となった日常的な市民活動の舞台
•	 柳川の手づくりの伝統を表現するロビーの天井
周辺の交通に配慮した駐車場計画
•	 構内通路に滞留長を確保し敷地外に渋滞を起こさない
東側住宅居住者に配慮した建物配置
•	 大きなホールの建物を東側住宅から十分に離す
•	 居住者がいつでも出入できる専用車線を確保
②「つくり・そだて・ふれる」空間づくり（施設計画）

中庭を中心とした平面計画
•	 中庭から共用ロビーへの自然採光・自然通風
•	 中庭に面し一般利用しやすい創作室・楽屋
掘割側に性格の異なる三つの広場
•	 大きな庇を持つ大ホール前イベント広場
•	 2 階テラスが観客席になるイベントホール側四季の縁側
•	 回廊に囲まれた静かな汲水場の回廊と船着場
独立／一体利用が容易な使いやすいホール
•	 ピアノ・大道具を裏動線で容易に移動できる
•	 連続する楽屋エリアは一体的な利用も可能
市民が気軽に利用できる練習室
•	 掘割を眺められる 2階に配置
•	 一体利用時にも練習室は独立して一般利用できる
多目的の使用に対応する音響計画
•	 平土間使用時に対応する天井形状・可変吸音面の配置
•	 発表会等に対応する十分な天井高のイベントホール

③徹底したコストの低減（コスト低減）
イニシャルコスト・ランニングコストの低減
•	 ホールは RC造、周囲の諸室は S造で軽量化・杭軽減
•	 自然エネルギー活用により設備容量縮減、災害時対応
•	 建物床面を上げて掘削土量削減、浸水防止

歴史と自然の中で受け継がれてきた水辺の文化を「水上に浮かぶ柳川の舞台」として構成します

■■多目的の使用に対応する音響計画

■■十分な天井高のイベントホール

■■ゾーンに応じた適切な構造形式による躯体工事費の低減

■■柳川の手づくりの伝統を表現するロビーの天井

｢この水の構図、この地相にして、はじめて我が體は生じ、我が風は成った｣
北原白秋 “水の構図 ”より

■■掘割と一体となった日常的な市民活動の舞台 ■■掘割と溶け合う練習室



N
駐車台数：255台

外堀

市民プール

水辺の散歩道水辺の散歩道 船着場
「汲水場の回廊」

サブ
エントランス

▶

▶

メイン
エントランス　

駐輪場

駐輪場

車寄せ

車寄せ

木のホール
（大ホール）

創作の
中庭

白壁のホール
（イベント
ホール）

利用者
駐車場

大型バス
臨時駐車場

関係者
駐車場

利用者
駐車場

舟
歩行者
一般車
搬入車

搬入口

搬入口▼

▼

身障者用
駐車場

共用ロビー「からたちの路」
西側から訪れる人を

掘割側へと導く建物のライン

隣接住宅の出入専用車線を確保

大ホールのヴォリュームを
周囲の住宅・病院から十分に離す

敷地内に点在する「みんなの舞台」

計画地の東西をつなぐ構成

主要構内通路を駐車スペース
と区分し滞留長を確保

敷地外に渋滞を起こさない

将来は西側の顔となる
サブエントランス

親子が遊べる「子どもの舞台」

①イベント時 広場を舞台

②イベント時 掘割を舞台 ④平常時 市民活動

テラス
見る 見るどんこ舟

堀割

練習室

中庭

練習室
どんこ舟

ロビー

ロビー

ホール

テラス 見る 見る見る
広場 広場

広場

仮設
舞台

③イベント時 全館展示

見る
どんこ舟

ロビーホール

館内展示 野外展示

広場

仮設
舞台

堀
宮永町の囲み型屋敷 文化会館の配置

母屋
ホール

ロビー
ひろば

堀

畑

汲水場

駐車場
道

城堀水門

計画地
外堀

二丁井樋

沖端町

宮永町
(宮永小路)

沖端川

塩塚川

内堀

●

客席背面の大きな開口部

ホール 「からたちの路」

テラス

ひろば 掘割

ホールから広場・掘割への連続空間 建物と広場・水面との間の
「見る・見られる」関係

技　　術　　提　　案　　書

整理番号：８

様式第１６号 頁数（1／ 3）

歴史と自然の中で受け継がれてきた水辺の文化を「水上に浮かぶ柳川の舞台」として構成します

まちと共生する文化会館
周辺の交通と居住者に配慮した駐車場・交通計画
• 駐車スペースと主要構内道路を明確に区分することで、
駐車待ちの滞留車を敷地内で処理し、周辺道路へ渋滞を
引き起こさない計画とします。
• 東側通路には隣接住宅の出入専用の車線を確保します。
東西両側に顔を持ち、まちをつなぐ施設配置
• 二つのエントランスを結ぶ共用ロビー「からたちの路」
を施設の骨格とし、東側だけでなく西側にもサブエント
ランスを設けます。
• 西側のエントランスは西側からの散策動線を迎え入れ、
将来の建物の顔をしつらえます。
劇場空間としてのランドスケープデザイン
• 建物内にとどまらず掘割を含めた外構全体を劇場空間と
してとらえ、舞台と観客席、舞台美術といった要素をラ
ンドスケープのアイテムとして計画します。

柳川の記憶を引き継ぐ建物構成
宮永地区の武家屋敷の空間構成を引き継ぐ配置
• 掘割がめぐらされた柳川の住宅においては、掘割とオー
プンスペース、居住空間とが柳川特有の関係を形成し、
水辺と生活を深く結びつけてきました。この関係を継承
し、建物と掘割の生き生きした空間を計画します。

柳川の掘割と建物が一体となって
形づくる劇場空間
掘割に沿った広場・共用ロビーから
ホールへと連続する劇場空間の形成
• 掘割と平行に配置した共用ロビー「からたちの路」に対
し、大ホール、イベントホール等の各施設が面する構成
とします。
• ホールから堀割まで連続するスペースが新しい劇場空間
を形作ります。大きな開口部を持つ平土間のホールから
広場・掘割への連続空間、また 2階テラスを含め建物と
水面との間で新たな「見る・見られる」関係を形作ります。
• 練習室等の市民活動施設は、共用ロビーに面する「創作
の中庭」のまわりと掘割側に配置します。訪れる人の目
に触れ、日常的に使いやすい施設となります。
掘割側の高さを抑え、周辺に配慮した高さの計画
• 建物は掘割側の高さを抑えた計画とします。東側の住宅
や南側の病院からも十分な距離を確保します。

柳川の掘割は、低湿地の雨水排水路に源を持ち、永
く地域の自然と一体となった生活空間、また四季折々
の祭の舞台となって人々を育ててきました。
北原白秋が故郷柳川を掘割の水と光の風景に託し

「水の構図」として残したように、私たちは、自然と
歴史の上に生き生きとした人々の活動を表現する
「水上に浮かぶ柳川の舞台」を提案します。
この文化会館は、これまで展開されてきた水上の劇
場空間を未来へ継承し、芸術文化活動による市民の新
しいコミュニティの舞台となります。

2. 土地利用計画

木のホール・白壁のホールが作り出す柳川の風景
共用ロビー「からたちの路」は掘割に大きく開き、
屋根の細やかな木の構造を見せています。
掘割側にはロビーを通して優しい香りの木で包まれ
た大ホール、町の記憶を呼び起こす白壁のイベント
ホールが浮かび上がります。

■掘割におもてなしの風景を演出

 ■地域と調和する配置計画 ■新たに形作られる「見る」「見られる」関係

 ■掘割と密接に結びついた空間構成の継承

 ■庇が迎える東側エントランス  ■西側にもわかりやすいエントランス

 ■堀辺の劇場空間が施設に浸透してにぎわいを形成

 ■記憶に残る掘割のうららかな風景

 ■掘割と一体となった賑わいの景

 ■緑と光がふれあう水辺の散策路

 ■主役になって遊べる ”子どもの舞台 "



22.0 Mライン0MラMラララM0

駐輪場

仮設水上舞台

仮設水上舞台

バイク

車寄せ

車寄せ

身障者駐車場

駐輪場

創作室

打合
せ室

シャワー

搬入口

関係者駐車場

倉庫ピアノ庫

事務室等

展示
ギャラリー

イベント時
サービス用
駐車場

駐輪場

応接
室主催者

控室 白壁のホール
（イベントホール）

舞台袖

カフェスペース
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
ﾙｰﾑ会議室

WC

緑化壁

楽屋
ロビー

可動間仕切

舞台
係員室

楽屋
控室

楽屋
控室

WC

創作の中庭

からたちの路

イベント広場

木のホール
（メインホール）
１階客席
（566席）

WC

WC

WC EV

EVEV

WCWC

WC WC

楽屋
(中)

楽屋
(大)

楽屋
(大)

(市民作業室)

ポスター・掲示 ポスター・掲示

ポスター・掲示

ギャラリー
ロビー
倉庫

楽屋
(小)
楽屋
(小)

楽屋
(小)

楽屋
(小)

楽屋
(大)

搬入口

倉庫

四季の縁側

汲水場（くみず）の回廊

舞台

N

日常の賑わいとホール運営の可能性を
広げる飲食スペース(カフェスペース)

組み合わせパターンと仮設性の高い水上ステージ

堀と施設を繋ぎ堀辺空間の中心となる「汲水場の回廊」

掘割と一体となるステージ空間「水照りのステージ」

堀辺のミニコンサート会場としても
利用可能な形状をもつ北面採光の
展示ギャラリー

壁面を市民ギャラリー
として利用可能な倉庫

十分な女性
WCの確保

見えやすさに配慮した千鳥配置のユニット客席

中庭側にも開放可能な遮音2重建具

移動しホール規模(気積)
を可変する正面反射板

VIP出演者に配慮した小楽屋配置 将来に配慮された倉庫ほか
共通バックヤード拡張スペース

施設全体の運搬動線としても利用可能な
大ホール搬入口 1F

掘割と平行して市民文化活動軸となる「からたちの路」

大ホール・イベントホール・ロビー・練習室・楽屋を
連携させ、光と風を取り入れる「創作の中庭」

両ホールから使用可能な倉庫・ピアノ庫・大楽屋

イベントホールの利便性に配慮した独立の搬入口

不使用時に会議室や作業室等、
市民利用が可能な楽屋ゾーン

中庭や作業室(楽屋)と一体となり、積極的な
市民協働創作と活動のための創作室

催事企画に利便と演出の幅を与える舞台袖

四季のイベント展示や休憩、マーケットの開催など
市民のフリーゾーンとなる「四季の縁側」

調整室

サ
イ
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー

スノコ

ブリッジ

機械室等

練習室
(ﾀﾞﾝｽ演劇)

練習室
(音楽)
浮構造

楽屋/中
(カンティーネ)

練習室
(ﾀﾞﾝｽ演劇)

舞台上部

調整室 親子室親子室

緑化壁

デッキ

稽古のテラス

屋根

2Fホワイエ

吹抜 吹抜

風除室天井

展示ギャラリー
吹抜け

WC 楽器庫

創作の中庭
上部吹抜

アートライブラリー

屋根

庇

庇

WC

メインホール
２階客席
（235席）

ミニコンサート等にも
利用可能な展示ギャラ
リーの吹抜け高さ

西側からの来場者・車寄せへ
配慮された庇通路

舞台との一体感と
臨場感を高める
視距離の近い客席

視認性を高める2F客席配置と
段床レベルの設定

1列で設置高さを低く抑えたサイドバルコニー

市民楽団等の利便に配慮した楽器庫

楽器運搬のためのかごサイズに配慮されたＥＶ

VIP楽屋・サロン機能（カンティーネ）を兼ね、
間仕切りが可能な中楽屋

イベントホールを観覧可能なギャラリー

イベントホールへ自然採光を
可能にするハイサイドライト

イベント広場として十分な高さを持つ庇下空間

堀空間へ活動のアクティビティを表出する練習室（2面ガラス構成）

練習室・堀辺空間と連携する「稽古のテラス」

バリアフリーと高齢者等に配慮された分
かりやすい施設案内と誘導方法となる、
ロビー空間に沿った誘導サイン・EV動線

2F
EV

EVEV

練習室展示
ロビー展示

楽屋展示

室内展示面積：
屋外展示面積：  

1,550m2
560m2

屋外テラス展示

アートライブラリー
中庭吹抜

広場・施設内スペースと
一体となった
集合型イベントへの発展

水上の
サイトスペシフィック型
演出の市内水路への展開

客席・舞台：稽古場の分割利用や共同発表会等

創作室・楽屋の
制作作業利用

イベントホール
単独利用

一般利用エリア
区画線

中庭の
制作作業

楽屋の会議室利用

ギャラリーでのミニコンサート等

移動
客席

ユニット間仕切による稽古・発表

中舞台

1 F
309席

反射板による
プロセニアム開口遮蔽

前舞台

バックゾーンとの区画ライン

イベントホールの
リハーサルや団体
楽屋利用

展示ギャラリー

イベントホール：
展示

屋外展示・ＷＳ等

カフェ

大ホール：展示・イベント等

ロビー：展示

会議室

楽屋・創作室
展示・ＷＳ

バックヤード

イベントホール利用時にも
大ホール・楽屋を市民利用する例

イベントホールゾーンを
大ホールバックヤードで使う例

市美術展における全館利用対応　1F

十分な気積と反射面の確保 中庭に面したサイドギャラリー
( 自然光の採り入れ）
ブリッジによる演出対応

中庭に開かれる大きな開口部
可動舞台 可動客席

スノコ＋吊バトン

8M

11
M

市美術展における全館利用対応　2F

技　　術　　提　　案　　書

整理番号：８

様式第１６号 頁数（2／ 3）

新たな堀辺の空間演出
あたらしい水辺の劇場空間としての
関係構築と演出・展開へ
• 掘割には水辺に浮かぶ劇場としての新
たな表現、演出の為のしかけや工夫が
可能となる仮設ステージ等の水上の設え
を想定します。
• どんこ舟を客席とし、観客・舞台が移
り変わりながら場所ごとの演出を展開
する市街劇・市街音楽の実演など、実
験的試みの稽古場としても想定します。

多彩な催事レイアウト
施設内外のスペースを最大限に利用し市民に使いやすい
区画運用と可変性
• 中庭の配置と施設内の区画を適切に行うことで、多彩な
催事と日常時のスペース有効利用を行い、賑わいと稼働
率を上げることを可能にします。
• 施設内や掘割を含む外部空間を最大限に有効利用できる
ように、可動システムやユニット等をレイアウトに活か
した運用パターンを提案します。

柳川市民文化会館の基本理念に
沿った豊かな創造・教育・鑑賞
の場として
• 「からたちの路」を中心に豊か
な芸術文化を鑑賞・体験し、
自ら創作する情熱を誘発され
重奏する空間ゾーニングとし
ます。
柳川の四季の祭りと市民芸術を
継承・創造するための「堀辺の
稽古場」
• 祭りの稽古等、掘割側への賑
わいの風景の一部とします。2
つのホールにおいても使用し
ない時は稽古場として利用し、
表現空間の実感覚を育てます。

豊かな音響と演出可能性
さまざまな演目の要求対応する
大ホール・イベントホールのスペック
• ホールは音響・吊物の性能に必要な空間高さと奥
行を可能な限り確保し、豊かな音響と舞台の演出
を実現します。
• 内装仕上げは木質系を主に用いながら反射・吸音
の性能をバランス良く配置し、可動要素を用いて
演目の演出と意匠上の効果を図ります。

1. 施設計画

柳川市民を迎え入れる「つくり・そだて・ふれる」空間

屋外ひろば 創作の中庭 からたちの路

大ホールイベントホール

掘割

 ■ひらかれたイベントホールの利用イメージ

 ■大ホール平土間型イベントのイメージ

 ■掘割に稽古の景を創出する練習室

 ■大ホールの断面構成

 ■イベントホールの断面構成

 ■柳川の大きな水上イベントの踏襲と発展

 ■あたらしい観客移動型の演劇・音楽の試み・稽古

 ■大ホール音響性能の確保

 ■ホール規模の可変パターン



徒歩30分圏教育施設

どんこ船乗場

西鉄柳川駅

市立図書館

市役所

市民文化会館

水の郷

かんぽの宿
立花邸御花

自転車10～15分圏

既存レンタサイクル

市民文化会館から
徒歩10分圏

徒歩20分圏

どんこ船乗場

どんこ船乗場

レンタサイクル・ボート

文化施設・観光拠点

市街舞台

ルル・ボーイクルルル ー

共用ロビー
自然エネルギー

利用空調
・地中熱利用　
・輻射冷暖房　
(居住域空調)　
＋自然換気

・躯体蓄熱効果

個別空調
時間帯他
ニーズに対応

楽屋・
練習室

中庭

大空間空調
騒音の少ない中央熱源空調
舞台のドラフト防止

自然換気・採光

パネル輻射冷暖房
による居住域空調

ホール

自然換気気

鉄骨梁トラス

ハイブリッド構造
の屋根

鉄骨柱

耐震
トラスブレース

木造火打ち梁
・座屈止め

トラ

耐震震耐震耐震震耐震
ススブレトラストラスト スブトラスト

ッ

打ち
止め

耐震震

ハイブリッ

鉄骨骨骨梁梁ト骨鉄

ハイブリッ
の屋根
木造火打木
・・座屈止
鉄骨骨骨骨鉄

0:00 6:00 12:00 18:00 0:00
0

10

20

40
温
度
[℃
]

30

外気温度（桃）杭投入前の熱源水温 ( 黄 )

杭投入後の熱源水温 ( 青 )←
←
←

←
←
←

←
←
←

←
←
←

▼地下水位
（高い程熱交換
効率が高い）

（杭が長い程
交換効率が高い）

地中
の熱 杭

採熱管
（熱源水を循環）

杭の前後で
－4℃

外気温度
－10℃

上部熱・照明排熱の熱回収利用
全熱交換器により
外気余熱に利用

屋根散水
打ち水効果により
熱負荷を軽減

自然採光の利用
北面の安定した自然採光で

昼間の照明利用ゼロ

自然通風・自然換気
重力式バランス窓により

上下差を利用した自然換気

杭活用の地中熱利用
長い杭を活用し安定した地熱エネルギーを活用

ボイドスラブの躯体蓄熱
(居住域予熱効果）

壁面緑化によ
る西日の遮熱

ドラフトによる
幕ゆれの防止

雨水再利用
広い屋根面を
利用し使用量
50％削減

フライタワー
壁面の活用
太陽光発電・
壁面緑化・
保水機能等
熱負荷と外観
を考慮

人に優しい輻射冷暖房
輻射熱により効果を

体感しやすい居住域空調

太陽光発電
共用部照明へ利用し

昼間ZEB化
携帯電話充電
（環境教育）

例）伝統文化・サブカルチャーの
　　繋がりが生まれる

例）表現活動を用いた教育の
　　拡張と施設連携

福祉施設

学校

幼稚園

学校

学校

学校

高齢者施設

学校

アウトリーチ アウトリーチ

インリーチ

市民ディレクター
（市民サポーター）

子供

学生

柳川カルチャー
コンシェルジュ
（市民サポーター）

放課後演劇教室

施設同士の
ネットワーク

穴場
スポット

名物
おじさん

カフェ

柳川生き字引
おばあちゃん

柳川出身有名人
ゆかりの場所

歴史的
スポット

観光ルート

撮影
スポット

・本体フレームから持出し
吊構造で荷重を支持

・遮音要求のない外壁は
ALC/ECP等を用いて
軽量化・躯体工事減

・平屋部は耐圧スラブを
　用いて地中梁掘削土量

と杭本数を減少

軽量な上部構造

・別棟扱いとして耐火
仕様コストを軽減

・特定天井となる天井は張らずに
直貼で反射面/吸音面を形成

・音源等の隔離により
遮音コストの減

簡易な
杭基礎

共用ロビー・練習室
(鉄骨造+木造)

楽屋等諸室(一部鉄骨造等) ホール(柱・壁RC造屋根鉄骨造)

杭を用いない

設計チーム

設計チーム

市民サポーター 市民サポーター

設計への市民意見反映
ワークショップ・発信・説明・透明化

市民サポーターの
スカウト・組織化・運営

市民サポーターができるまで 自走する市民サポーター

柳川市

運営組織

外部
アドバイザー

設計・建設中 市民文化会館完成後

成長

＋ 専門性の確保市民参画

設計
意匠
チーム

施工
チーム

劇場
コンサル
タント

牽引

ス
カ
ウ
ト

発
掘
・

NPO 事業
パートナー

元 地域おこし
協力隊

起業・定住

市民

市民

連携
地域おこし
協力隊

協働
アドバイス

コミュニティ
デザイナー

募集アドバイス
コア
メンバーの
抽出

柳川市

アフターメンテナンス
市民文化会館応援団

発信

技　　術　　提　　案　　書

整理番号：８

様式第１６号 頁数（3／ 3）

柳川の伝統と自然条件を生かしたライフサイクルコストの低減 完成した建物を脈動させるしくみの提案

架構の工夫と建物の軽量化による
躯体・杭・掘削土量の削減
ゾーンに応じた適切な構造形式
• 遮音性能を必要としない外壁は、ALC パネルや中空押出
成型セメント板等の乾式工法とし、建物の軽量化と労務
費のかかるコンクリート躯体工事費の低減を図ります。
• 共用ロビーは別棟扱いの鉄骨・木混構造として耐火構造
を回避、建物重量を軽減し杭負担を軽減します。
• 音源となる部屋は適切に離隔することで、遮音構造にか
かるコストを低減します。
杭工事量を低減する工夫
• 周囲の諸室部分は、ホールから持出しの吊形式で荷重を
分担し杭を用いない基礎計画とします。平屋部分は耐圧
スラブとして地中梁躯体・根切量・杭本数を削減します。

市民活動を牽引する「市民サポーター」組織化のしくみを提案します。市民サポーターは、市民コミュニティの中心
となり設計への市民意見の反映やプレイベントの企画などを通して愛される施設づくりに寄与します。建物の完成後
は市民や運営組織と連携して市民文化会館に日常的な賑わいをもたらす中心的な存在となることを想定します。

共有ロビー「からたちの路」と堀割沿いの「四季の縁側」は、市民パートナーが中心となり様々な活動や交流が活
発に行われる「ひろば」として計画します。市民の稽古や創作活動を施設内のあちこちに生み出しサポートするムー
バブルな器具や小スペースを提案します。

活動が生み出す多様なネットワーク
市民パートナーを中心とした活発な活動により新
市民文化会館は柳川市内外の関連施設や場所をネッ
トワークする拠点となります。

上述のような市民活動の活発化と見える化、ネッ
トワーク構築は、災害時の一時避難所としての周知
度を高めます。建物は、平土間のホールやロビーを
一時避難所として活用できるように自然換気設備や
切替汚水貯留槽などを備えます。

市民サポーター組織化の具体的方法
• 市民サポーターの組織化と運営の中心的人
材として、柳川の芸術文化を活性化するこ
とを任務とした「地域おこし協力隊」の新
たな募集を提案します。設計チームには地
域活性化や人材育成に実績を持つ「コミュ
ニティデザイナー」を加え、市の担当部署
と協力隊をバックアップします。

ゆつらーとネットワーク
• レンタサイクル・ボートの発着場を設けます。徒歩や自転車
や船で回る陸路と水路の織り成しが、柳川ならではのスピー
ド感で近隣施設を連携させます。また街の掘割沿いに市街舞
台を点在させることで水のネットワークに音楽や演芸のネッ
トワークが加わります。

地方創生を担う人材育成と学びの場
• 地域おこし協力隊は、柳川市民から人材を
発掘し市民サポーターを組織し運営します。
• 市民サポーターは、様々な分野で地域リー
ダーとして育ち独立し活動します。国が推
し進める地方創生の企画力と実行力をもつ
人材を育成することに繋がります。

必要な長い杭を省エネメリットに転換
深い支持層と高い地下水位を生かす地中熱利用
• 杭が長く水位が高い地質条件を生かし、年間を通して一
定の地中熱を杭を通して取り入れて共用ロビー部分の空
調熱源に利用します。

適材適所の空調方式とパッシブエネル
ギーによるライフサイクルコスト縮減
ゾーンの特性に応じたベストミックスの空調計画
• 部屋の用途及び利用率により、｢大空間空調｣「個別空調
｣ ｢自然エネルギー利用空調｣ の３つのゾーンに分け、
利用形態に応じた最適な空調方式とします。
自然エネルギー活用による共用ロビー居住域の快適化
• 地中熱利用の輻射冷暖房､ 躯体蓄熱、自然通風など外部
との環境変化が小さい穏やかな空調計画とします｡
建物の特性を生かした自然エネルギーの活用
• 屋根の広さや高さのある大空間など建物の特性を生かし
た環境技術を、コスト負担が少ない手法で導入します。
メインテナンスコストを少なくする工夫
• ガラス面には容易に清掃できる足場を設ける他、庇を設
け雨埃汚れが付きにくい計画とします。
• ノーワックス床材などの採用により維持管理費の削減に
努めます。

木を用いた構造をローコストで実現
鉄骨と木のハイブリッド構造で
柳川らしいおもてなしの空間を形成
• 鉄骨梁による安定した三角形の水平トラスに木製の座屈
止め /火打ち梁を重ねあわせて「からたちの路」の屋根
を構成します。
• 柳川まりの刺繍を思わせる、あたたかく人々を迎え入れ
る空間となります。
木質利用補助金による効果的なコスト削減
• 大規模建築物の木質化への補助事業を活用し、あたたか
な空間づくりとコスト削減を図ります。

3. コストの低減 4. 周辺環境　5. その他の提案　　

市民参画の中心「市民サポーター」を組織する（5. その他の提案「本事業に有益な提案」）

防災意識を培う市民活動（5. その他の提案）

柳川市民の新しい「ひろば」（4. 周辺環境「回遊性や賑わい創出と向上につながる提案」）

ネットワークの拠点（4. 周辺環境「近隣の施設との機能連携」）

 ■細やかな木の屋根があたたかく人々を迎え入れる「からたちの路」

 ■躯体コストの削減手法

 ■ハイブリッド構造 ■間伐材利用の大規模木造実績

 ■建設地の特性を生かす地中熱利用

 ■ゾーン特性に応じた空調方式による省エネルギー

 ■建物の特性を生かした自然エネルギーの活用

移動畳ステーション

移動可能な畳の舞台。
語り手の周りに子供
たちが集まる

移動キッチン パオスペース どんこ船シミュレータ ミニライブステージ 分割円形ベンチ 柳川エデュティメント 語らい Bar

移動式の水周りが活
動の幅を広げる

布などで緩やかに区
切れる小スペース

楽しみながらどんこ
船への理解を深める
ツール

小さな反射板と
ステージで気軽に舞
台をつくりだす

点在しているベンチ
を並べ表現空間を生
み出す

市民サポーターによ
る教育的エンターテ
インメント

コンサート後の余韻
を共に楽しむ場


